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【要約】 
 
 
Relationship between the serum BDNF 
levels and symptoms in obsessive-
compulsive disorder 
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【背景】 
強迫症は成人の有病率 1-3%程度とされる精神疾患で、遺伝要因と環境要因の影
響が発症リスクを高めるとされるが、その病態生理は未だ解明途上である。脳
由来神経栄養因子（BDNF:Brain-Derived Neurotrophic Factor)は神経細胞の生存や
活動に重要な物質である。大うつ病性障害をはじめとする種々の精神疾患でそ
の異常が指摘されている。強迫症における BDNF 濃度の先行研究では血漿・血
清濃度の低下の報告が多いが、児童・思春期の患者の研究では上昇の報告も存
在する。今回我々は強迫症の生物学的基盤の解明の一環として、日本人サンプ
ルで初めて強迫症の血清 BDNF 濃度測定を行い、健常対照との比較を行った。 
 
【対象・方法】 
39 名の強迫症患者と年齢をマッチさせた 37 名の健常対照を対象とした。強迫
症の診断は DSM-Ⅳ(Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders,4th 
Edition)にて行った。参加者全てから informed consent を得ており、当研究は千
葉大学大学院医学研究院倫理審査委員会の承認を取得している。 
採血は 9 時-15 時に行い、遠心分離後-80 度にて冷凍保存をしたものを使用し
た。血清BDNF濃度測定は ELISA(Enzyme-Linked ImmunoSorbent Assay)法にて行
った。強迫症群と健常対照群とで血清 BDNF 濃度の比較を行い、Student の t 検
定（two-tailed)にて検定を行った。 
  
強迫症の症状評価を Y-BOCS(Yale-Brown Obsessive-Compulsive Scale)で、抑うつ
症状の評価を BDI(Beck Depression Inventory)で行い、発症年齢・罹病期間・抗う
つ薬の使用量とともに血清 BDNF 濃度との相関を Spearman の順位相関係数にて
調べた。 
 
【結果】 
強迫症群の平均年齢は 30.9±11.7、健常対照群で 29.9±9.1 で両群で有意差を
認めなかった。性別は強迫症群で男性 36%、女性 64%、健常対照群で男性 59%、
女性 41%で強迫症群で有意に女性が多かった（カイ 2乗検定、p=0.03)。 
血清 BDNF 濃度は強迫症群 17.5±7.3ng/ml、健常対照群 12.7±4.7ng/ml と強迫
症群で有意に高かった(p<0.01)。血清 BDNF 濃度は発症年齢、罹病期間、Y-
BOCS 重症度スコア、抗うつ薬使用量と相関は認めず、BDI スコアと負の相関
を認めた(ρ=-0.49,p<0.01)。 
 
【考察】 
日本人強迫症サンプルで血清 BDNF 濃度の健常対照との比較を行った初の研究
である。先行研究の多くと対照的に血清 BDNF 濃度は強迫症群で高値であっ
た。 
大うつ病性障害や心的外傷後ストレス障害、摂食障害をはじめとする種々の精
神疾患では BDNF 濃度の低下の報告が多い。一方それらの疾患でも上昇すると
する報告も存在し、強迫症でも児童・思春期の患者を対照した研究において有
  
意に高値を示したとする報告がある(Şimsec et al. 2016)。その研究では BDNF 上
昇が強迫症の経過の早期において、急性ストレスやそれに伴うグルココルチコ
イド分泌に対する適応的な反応である可能性を考察している。 
強迫症の生物学的基盤として CSTC(Cortico-Striatal-Thalamic-Cortico) circuits の異
常が想定されている。magnetic resonance spectroscopy研究において、強迫症では
CSTC circuits に関連する部位でグルタミン酸過剰となっている可能性が指摘さ
れている。またグルタミン酸の antagonist である riluzole や memantine は強迫症
症状を改善したとする報告がある。 
一方、グルタミン酸の情報伝達により BDNF 合成が亢進するとされる。 
強迫症においては病期やグルタミン酸過剰の影響から血清 BDNF が高値を示す
可能性がある。 
今回我々の研究では強迫症の重症度や発症年齢、罹病期間、抗うつ薬使用量は
血清 BDNF 濃度と相関を認めなかった。これは概ね先行研究と一致する結果で
あった。 
抑うつの症状評価尺度と負の相関を認めた。先行研究では相関を認めないとす
る報告もあるが、我々の研究を含め対象数が少ない研究であった。 
強迫症における BDNF の挙動について、対象数を増やすなどし今後さらに検討
を要する。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
